
 

会   議   録 

会議名 相模原市米軍基地返還促進等市民協議会 令和６年度理事会 

事務局 基地対策課 電話０４２－７６９－８２０７（直通） 

開催日時 令和６年８月２日（金）午後２時００分～午後２時５０分 

開催場所 相模原市役所本庁舎 本館２階 第１特別会議室 

出 

席 

者 

役 員  ２４人 

事務局 ６人（市長公室長、基地対策担当部長、他４人） 

会議次第 

１ 開 会            

２ 議 題     

（１）本年度の要請について 

（２）視察・調査等について 

３ 閉 会 

審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言、◎は会長の発言） 

１ 開会 

  本村会長あいさつ 

 

２ 議題 

（１）本年度の要請について 

事務局からの説明の後、役員からの意見を踏まえ、資料の一部修正を行うこ

とで承認された。 

質問・意見の概要は次のとおり。 

 

 ○ 要請書案の中で「基地に起因して騒音、水質汚濁、土壌汚染、大気汚染等の

環境問題が発生した場合は、米軍の責任において適正に処理するとともに、講

じた措置については、速やかに地元自治体に情報提供すること。」と記載されて

いるが、これは、ＰＦＡＳについても言及しているという理解でよいか。 

 ● お見込みのとおり。 

○ 昨年１２月に沖縄で発生した性暴力事件が沖縄県に情報提供されていなか

った件について、要請書案に新たに書き加えていただいている。この件につい

て６月に報道された後、同様の事例が神奈川県内も含め全国的に生じていたこ

とが明らかになった。要請書案には「米軍人等による事件・事故が発生した場 



合は、地元自治体に対し、迅速に情報提供するとともに、その後の経過等につ

いても報告すること。」と記載されているが、この件に対する抗議や再発防止又

は原因究明等を求める内容を加えていただきたい。 

● このような事件はあってはならないものであり、関係市と連携して対応して

いく必要があると考えている。要請書案をどのように修正できるか検討する。 

 

〇 要請の結果がどのように反映されているのかが見えてこない。要請書の内容

が多岐に渡っているため、要請の相手方からの具体的な回答を得ることが難し

いと感じる。もう少しテーマを絞り、年度ごとに要望書の内容を変えて要請を

行うのが効果的であると考える。また、空母艦載機の騒音も減少しており、要

請内容の検討にあたっては実態を把握する必要があると考える。来年度の要請

書案を作成する際に検討していただきたい。 

● 要請書の作成に際しては、市民の皆様の要望や思いを取り込めるよう努めて

いる。要請先に要請内容をしっかりと伝えるため、要請書を提出するだけでな

く、これまでどおり相手方との対話を継続し、その状況が市民の皆様に伝わる

よう、情報提供等を行ってきたいと考えている。 

 

〇 ＰＦＡＳに関しては、地元住民は情報提供を受けていない。各地域における

ＰＦＡＳの状況について情報提供をいただきたい。 

● 現在のところ、ＰＦＡＳの流出が基地に起因していることは確認されていな

いが、市としてはＰＦＡＳの状況を注視しており、引き続き市民の皆様に不安

を与えないような対応を行っていきたいと考えている。ＰＦＡＳに関する情報

が得られるよう努めていく。 

◎ ＰＦＡＳに関しては、先月、環境大臣に対して市として単独要望を行い、国

としての基準を明確にすることや調査研究をしっかりと行うこと求めてきた。

市内でも道保川の関係で市民の皆様にご心配いただき、議会でも質問いただい

ており、市民の皆様に安心していただけるような環境づくりができるよう準備

していきたいと考えている。 

 

（２）視察・調査等について 

事務局からの説明の後、原案のとおり承認された。 

質問・意見の概要は次のとおり。 

 

 〇 視察を行う際には、参加者が現地で得た知見をレポートにまとめる必要があ

ると考える。 

 ● ご意見を踏まえ、対応について検討させていただく。 

 

３ 閉会 

竹田副会長あいさつ 

以 上  

 

 


